
【取り組みのねらい】

総合学習 メディアリテラシーを向上させよう②
～東日本大震災1周年の社説読み比べ～

　新聞記事は同じ出来事でも各紙の報道姿勢によって取り扱いが異なる。ここでは
県立沼津東高校新聞部「沼津東高新聞185号」が防災特集の中で、東日本大震災か
ら1年後の社説を全国紙と被災地の地方紙とに分け、その要旨をまとめた表を題材に
する。各社の社説の主張を比較することで、「メディアリテラシー」と呼ばれる、情報
を評価・識別する能力や情報をクリティカル（批判的）に読み取る能力を向上させよ
う。

沼津東高新聞 平成24年（2012年）5月11日号より（静岡新聞は紙面構成の都合上「全国紙」に入れた）

【設問】
1 全国紙の社説の要旨やその「見出し」から読みとれる報道姿勢について、感じたことを以下に自
由に書いてみよう。

2 被災地である地方紙の社説の要旨やその「見出し」から読みとれる報道姿勢について、感じた
ことを以下に自由に書いてみよう。

3 全国紙の表と地方紙の表に、それぞれ「見出し」をつけてみよう。

全国紙・・・

地方紙・・・

4 以上の取り組みを通して感じたことを書いてみよう。

※参考までに、「沼津東高新聞185号」の記事では、全国紙の表の見出しを「被災地の知恵を生か
せ」「『共助』の防災を強めよ」と付け、地方紙の表の見出しには「絆はあまりにももろい」「復興
のスピード上げよ」と付けていました。この課題を通して、当事者とそうでない者の報道の温度
差が体感できれば合格です。今後はマスメディアを過信せず、他のメディアとの比較を通じて主
体的に判断できる態度と能力を身につけるように心掛けましょう。

〈全国紙の社説の見出しと要旨〉

全国紙

〈地方紙の社説の見出しと要旨〉

地方紙


